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第　1　部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そこで，薯潜は高蹴座囎紙泳動法を用いて，糊・十蕊

　　　　　　　第1童緒・誉　　　　　　　　　指腸潰癖およ碑掘患籍の胃大網動・齢脈爵購遊離ア

　種ダの外科的疾患ことに外科的闘疾患で1よ，nivrw遊　　　ミノ酸並びに田・十二指腸凋i膜の遊離アミノ酸を測驚

離アミノ酸あるいは腎粘膜中遊離アミノ酸の代謝過程　　　して留疾患におけるアミノ酸動態を追求することは葱

に正常とは異つた圃府の変動が起るといわれている。　　　義あることと考允た。

例えば消化性潰瘍ではなんらかの鵬子によつて圏粘膜

の抵抗性が減弱すると，盗酸とペプシンにより自家消　　　　　　　　　　第2章　輿験方法

化がおこる。しかし，胃糊襲はただ消化作用をうける　　　　　第1節爽験材料

だけでなく，そのなかに含まれているアミノ酸および　　　　昭和36年10月から昭和37年4月までに墨子外科激窒

蛋白質ぶ防禦的に，あるいは修復的に働いていること　　でlll切除を行つた患潔のなかから冑・十二捌陽澱揚16

が推測される。また，腎癌組織では健旗組織に比べて　　例，｝ll癌9例を無選択的｛こ選んだ。

癌特有のアミノ酸代謝が活発に行われている①。　　　　　　　第1項　ki大網動脈並びに静脈上血澗

　さて，胃疾患に関するアミノ酸の病態生理1・cついて　　　　留切除施行中に胃大綱動・静勝民からそれぞれ職擾鐸

は井上②，伊藤③，太田ら④⑥の宋梢血湾中のアミノ　　　刺により8ccな採．lftLして，約30分間氷蜜内におき，

酸を測定した実験があり，井上は十二指腸澱虜，胃癌　　　3000圓転ミ／分，10分聞の遠沈を行つて礁溝を分離し，

患者の血液アミノ窒素濃度が正常人と変らないこと　　その2．Occをとり，アセトンが全趨：の81’）％になるよう

を，伊鵬太田らは潰瘍患麿の血清中遊離アミノ酸が正　　　に混入して，東洋濾紙No，6にて濾過し，その濾液を

常人と大いにその趣を興にしていることを報告し，ま　　　加温乾燥して泳動資料とした。

澄調撒の遊離ア・ノ酸についてlx川島ら⑥爾潰　　獅狽霧糊鮮1繍，鮒部滋猟
瘍例について，Gエotten⑦，　Emmrich⑧らは主とし　　　　　　　　癌組織

て癌患者にっいて行つている。しかし，胃を中心にし　　　切除した潤の体部と幽門部からそれぞれ2。0伽3ず

た胃の動・静脈血清並びに胃粘膜遊離アミノ酸を測定　　　つ粘膜を採取した。粘膜1．0伽mにつきユ，Occの割合

することによつて胃疾患におけるアミノ酸動態を観察　　　に冷却純水を加えてホ撫ゲナイズして，アteトンで除

した実験は著者の調べえた範囲ではまだ見当らない。　　　蛋白したのち礁澗と同様に処理した。癌組織について
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もllll粘膜と同様に処理した。　　　　　　　　　　　　　第X分画　Tryptophane（Try．）

　　　第3項　十二指腸粘膜

　胃切除術でti：－rとともに切除した十二指腸起始部の粘　　　　　　　　　　第3章　実験成績

膜を用い潤糊莫胴陥こ処理した・　　　　　　　第櫛胃・＋二指腸翻
　　　　第2節実験装置　　　　　　　　　　　　　　第1項胃大綱動脈［fl正量湾遊離アミノ酸

冨士医療器鮒漸製造，医歯大式水平高電圧濾紙泳　　　　　　（12・e’［J）

鋤難鞭肌た⑨・濾紙は東洋儲N・．・・を恥，　期1分江駅P。。．，M，・h．，　Gl。　e－la：），次、、碗W分

10clll×6｛〕c7tl大濾紙の両端からそれぞれ8c〃‘のところか　　　画（Ala．），第V分画（Ser．，　V：tl．），および錦WII分画

ら中心側を3等分したものを泳動用に供した。　　　　　（Ph－alu．，　AsP酸，　CyS、）が濃く，雛i分画（Lys、），

　　　　第3節緩衝液　　　　　　　　　　　 笛1［分画（His．，　Arg，），第1（分画（Tyr．），および

　緩衝液には氷錯酸150cc・蟻酸5〔〕cc・水800cc，　pH　　　第X分画（Try，）は淡い。即ちGlu酸，　Ala，など

・L5のもa・巌肌た⑨⑩⑪⑫．　　　　が1備・卜1膨く舗されて、ks　O，　T，，－I　T，y，，　Hi、．，

　　　　第4節　泳動操作と定璽　　　　　　　　　　　およびArg．などは」七較的少ないことが推定された

　前記各資料を極く少lll：の水に溶解して，濾紙の陽極　　　（表1，図3）。

端より12cmのところに小塗1鉦で塗り，83・3・／crll・4粉　　　㌶2項散網嗣［面｝彗・1磁離アミノ酸

闘泳動し，室温で乾燥させて，0．5％aンヒドリンア　　　　　　　　　　　（12例）

セ｝・ン溶液を噴甥して加温発色させたのち・流動パラ　　　　静脈lilit，i，！j中遊離アミノ酸は動11［尺1111消中の遊離γミノ

フインに圃走して直ちにDensit（》meterで吸光度を　　　酸、と同様のPatternを示した（－X・　．1，図4）（，

測定した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3項　冑大網動脈並びに静脈1直監満遊離

　　　　第5節同定　　　　　　 アミノ酸分醐濃度の百分孫｛

　同建には平行泳動法を使用した。⑲⑭⑯即ちt泳動　　　　Densit。meしer測定1直とほ劇剛藻の傾lf肋物るが，

用濾紙の策1列に試料を，策2列に純アミノ酸18縄混　　　動静脈を比較す；｝しば笛1分画（Lys．），鋤ll分画（Gly．），

合液中で将矩のアミノ酸の濃度な3倍にした液に．試料　　　第V分IJui（Ser．，　Val．），および節Wll分画（Ph－・ala．、

を加えたものを，簾3列には単・のアミノ酸な鍵布し　　　AsP酸，　Cys．）は動脈llil清l　i　lの1砦1合が多く，第IV分

てこれら3者を同時に泳動して各分画に含まれている　　　画（Ala・），第Vl【分両（Pro．，　Meth．，　Glu酸），第DC

アミノ酸の種類を決定した。　　　　　　　　　　　　分醐（Tyr．），および第X分画（Try．）はi雅脈lllL清中

　更に，リジンを含む分画の泳動距離を基準として他　　　に多いことを示している（図5）。

の分画の易動比を求めて純アミノ酸の易動比と比較検　　　　　第4項　胃体部粘ll弓聾遊離アミノ酸（13例）

討した⑬⑬。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第W分画（Pro．，　Meth．，　Gltl酸）が非・常に濃い。

　血蒲および粘ll莫において純アミノ酸18種で同定し得　　　ついで第IV分画（Ala，）、第V分画（Ser．，　VaL），お

る分画はリジンを含むものを第1分画とし，それより　　　よび第皿分画（Gly．）が濃く，これに反して簾X分画

陽極側へ10分画を算える（図1，2）。　　　　　　　　　（Try．），第1X分爾（Tyr），および第π分画（His．，

　それぞれ各分画は以下のアミノ酸を示すことにな　　　Arg．）が淡い（表1，図6）。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5項幽門陥粘膜遊闘1アミノ酸（13例）

　第1分画　Lysine（以下Lys．と賓略す）　　　　　　　留体部粘膜と類似したPatternを示す。（X・1．，

　第正分画　Histidine（His．），　Arginine（Arg．）　　　　図7）

　第ll［分画　Glycine（Gly．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6項　十二指腸粘膜遊離アミノ酸

　第IV分画　Alanine（Ala．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8例）

　第V分画　Serine（Ser．），　Va］ine（Val．）　　　　　　　胃体1“fKおよび幽門部粘膜と1灘ま同じ傾向のPattem

　第～1分画　Leucine（Leu、），　Iso－leucine（工一leu．），　　を示す（表1，図8）。

　　　　　　Threonine（Thr，）　　　　　　　　　　　　　　第7項　粘膜遊離アミノ酸分画濃度百分率

　第、11分画　Proline（Pro，），　Me七hionine（Meth．），　　　前記3部分の細嘆の分画濃度1…f分率を比較すると，

　　　　　　Glutamic　acid（Glu酸）　　　　　　　　　第Vlll分画Cph・・ala・，　Asp酸，　Cys・）および第IX分画

　第顎分醐　Phenylalanine（Ph－ala．），　Aspartic　　　（Tyr・）が多い胃体部に比較して，幽門部，十二指11易

　　　　　　acid（Asp酸），　Cystine（Cys．）　　　　　では第正分醐（Lys，）および第11分i面（His，　Arg．）

　策iX分画　Tyrosine（Tyr．），　Hydroxyproline　　　が多い。反面十二指腸では第V分画（Ser．，　Val），第
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表1　　　　　胃・十二拙腸潰揚および胃癌の遊離アミノ酸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿ヒ重没：Planitneteエ’浬肱筐値アコ．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下段L：・10分匡壌の1膿をLif・のτ当「分⊇卒｛　　（萎虻断直畳歌三ア」‘ジn霞を示す）

＼アミノ酸PaLterlユ

疾堪玉オδよ　　　　　　tL’tlt・・

び音墜簸2川．＿＿＿癖砂U数二：t．

胃

　の

十

脂
腸
潰
瘍

冑

癌

皆ヨ大網gv，　lyit

．［血清

雫1早大秀縄i／／’iFI派

丘皿溝

胃体音i‘漏1背漠

幽ド『音1‘斗墾言腫莫

一i’二：L非旨〕1．％冴皐i

膜

匿ヨ大網郵1厘薩

血漕

｝響大甜蜀静卿艮

血摺

胃伺云音「三矛正i旺奨

轡9『ifi富に＊占膜

癌　組　織

12

12

13

13

8

7

7

8

8

7

X

7，52

5，07

10．06
6，08

11，04．

2，08

工0，12

1，72

8，78
2，5】．

7，50
4・．91

9．07

5，14

8．47

2，07

6，44

ユt13

4．14
0．86

］x

10，ユ7

7，25

13，88
7，89

23，42
4，〔｝9

19，23
3．36

11，34
2，57

8．541

6，56

ユo，75

6、63

12，63
2．62

14，63
3，08

16，96
3，29

　　　　　1

Vll［

17，27　　　22，27

12，4：1．　　14．73

20，06　　　28，98

11，〔｝4　　　15、77

44，67　　118，69

　7，79　　　20，88

40．〔｝0　　1：1、9，56

　7，38　　　21，71

32，66　　　87，69

　7．03　　　18，5コ．

15．78　　　23，2：1，

1ユ．，58　　　　　16．　17

：1．6，25　　　32，39

　9，55　　　17，48

39，66　　117．26

　8．03　　　23、70

32，63　　　98．69

　6，86　　　19，33

33．82　　116，82
　7賢（［0　　　21．91．

V【

］、4，06

9．53

】，（；，　1，3

9，46

r）4、，05

9，49

54，58

9，88

41、69
10．102

：L1。　36

7，63

ユ4，79

8，06

40．59
8．87

47，38
9，25

47，61

8．97

V，

22，25

15．01

24．94
：1．36ETig

70．：t2

12，62

69．2］，

12，45

57．e，｛）

1．1，，33

21，93

M，72

25，57

12，49

54，69
1．1，21

56，97
1099

Iv ］旺

21．40　　　12，3：L

l4，68　　　　8．68

29，88　　　：1，4，25

：1．5，59　　　　8，3，1

93，56　　　61，37
16U　6：i．　　　　1．1．，（、〕、1、

88，（〕一，1．　　65．60

15，37　　　10，83

80．00　　　60．］、9

二1、8，〔｝7　　　1，1．，43

　　・　h　　　　　．

56．75　83．57

・1…い6・1・6

22，82
15，06

29．82
工5．73

74，59
ユ、5，3⑪

82，97
1618

13．75

8，48

18．£5

9，23

49，50
10，〔〕〔｝

52。91

10，42

63，32
12，24

1［

11．23
8。0（，

ユ4，96

8，02

35，6？

6，32

4・】，．90

7，20

42，78
7，96

11，43

8，09

ユ、5。14

7，99

29．31
6．05

42．84
8，91

31，11
6，05

1

6，90

4．64

7，48

4，22

48，7n．

9．1．IL

53，42
10，　1〔〕

52，75
1く｝，57

8，倣
6，83

14，46
7．70

61，4：L

12．15

67，06

13，66

64，64

12，41

100

50

図　3　　胃。十二指腸潰蕩　蟹大網動脈1血満遊離アミノ酸

1分画）X　　D【　　V匪　　V旺　　V【　　V　　IV　　冠1　　H　　工



ユ0－（10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌策16巻

100

5e

図　4　　胃・十二指腸澱瘍　胃大網静脈f（ELme遊離アミノ酸

（分剛x　m　鞭　輝　w　V　w　m　ll　エ

％　　図　5　　胃。十二指腸澱瘍　間大網動・静脈血満遊離アミノ酸の
20
@　　　　　　分画濃度の衡分蔀

　　　　　　　　　　　　，へ　　　　　　　，＾　　　　一一周±網励脈血1留
　　　　　　　　　　　　’　　N　　　　　　　　　　　　　ノ　　　s

　　　　　　　　　　　／＼　／〆＼　…凋燭欄
　　　　　　　　　　ノ　　　　、、　　　！
　　　　　　　　　，！　　　　　　 、　　，「，

　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ10　　　　　　　　　　，〆　　　　　　　　　v

　　　　　　　！5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、」一「

　　　　，’〆
　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．

（棚｝X　　1X　　㌦圃　　珊　　WU　　v　　lk　　m　　H　　r

図　6　　胃・十二指腸潰溺　胃体部粘膜遊離アミノ酸

f

200

150

100

50

　　　　　　　　，7
ノ　　　　’t　　　・　　　　　x

C分画｝X　　　　U〔　　　層遡　　　　　W　　　　　VI　　　　V　　　　　】V　　　　皿・　　　ll　　　　工



第1号　　（：1967）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11－（11）

200

150

lOO

50

（分圏｝X　　m　　va　　va　　V〔　　V　　IV　　皿　　n　　I

150

100

」

50

図8　胃・十二指腸濃癌十二指腸糊莫遊離アミノ酸

〔分圓｝X　　　　D【　　　　盟　　　　W　　　　VI　　　　V　　　　IV　　　　口l　　　　II　　　　I



12－y（」L2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儒　少珂　1｛zミ　詫鼻　　Erg　1‘1巻

　W分画（Leu・，工一1eu．，　Thr．），および第顎分画（Pro．，　　同様の傾向がみられる（爽1，　IXIL）。

　Meth．，　Glu酸）が胃に比較して少ない（図9）。　　　　　　　策3環　賢1火網動脈並びにi劉派血溝中

　　　　　第2節　胃　　癌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遊離アミノ酸の分画濃麗百分蹴

　　　　第1項　胃大網動脈1肛清中遊・離アミノ酸　　　　　　　第V分画（Ser．，　VaL）tおよび節報ウ1噛醐（1⊃h”－ttla・，

　　　　　　　　　（7例）　　　　　　　　　　　　　　Asp酸，　Cys．）は動脈1直1．溝｝孤多く，　as　Sll分i［hl（Pr｛，．，

　　第W分画（Pro．，　Meth．，　Glu酸），第IV分画（Ala．），　　Meth．，　Glu酸）および第W分画（Ala．）1；h枷脈lllL清

　第V分画（Ser．，　Val、），・館～彊｝画（Ph－ala．，　Asp酸，　　に多い（図12）。

．，Cys・），および第1］【分臓（Gly．）がIlll娃く，第1分画　　　　　雛4項胃体｝’縦ill膜遊離アミノ酸（8例）

　（Lys，）および雛X分画（His。，　Arg．）が淡い　（表：L，　　　第瓢分画（Pro．，　Meth．，　Glu酸）が1臨に濃く，　o

　図10）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いで策IV分画（Ala．），策1分画（Lys．），および第V

　　　　第1項　胃大網静脈血清中遊離アミノ酸　　　　　分画（Ser．，　Va1．）が濃いが，第］［分画（Hlg，．，　Ar鰭．），

　　　　　　　　　（7例）　　　　　　　　　　　　　　　　㌶V［分画（Leu．，1－leu、，　Thr．），；1］X分画（Tyプ，），

　　簾W分画（Pro．，　Meth．，　Glu酸），第ly分蘭（Ala．），　　および第X分闘（Try．），1劃炎い（ik・　lt，　ma1，3）。

　第V分画（Ser．，　Va1．），および雛、狙分醐（Ph－ala・，　　　　　簾5畷　幽門部粘膜遊離アミノ酸C8例）

　Asp酸・CyS・）が濃いのに対して第1分画（Lys．）お　　　　1呈1体詔1と［司じ傾向の1’atternを示す　（轟ユ，図

　よび錐皿分画（His・，　Arg・）が淡く，動脈1近L清とほぼ　　　14）。

30

20

！O

（分圓｝XD【V匪棚V罵VIVIUHI

rOO

50

図10　　胃癌　胃大網動脈血溝遊離アミノ酸
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　　　　　　　　　1。o　　　　　図11　　胃癌　胃大綱静旅【血清遊離アミノ酸
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　　　　　図13　胃癌　周体部粘膜遊離アミノ酸
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14－（14）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f言　州、1医　言志　　第16巻

　　　第6項　胃癌組織遊離アミノ酸（7例）　　　　　はρ灘ま同一一・一一の傾向を示すが，胃癌組織には第旺分画

　胃体部並びに幽門部粘膜と同様のPat七emを示　　　（Gly．）が他の二岩に比較して多い（図16）。

す　（袋1，　図15）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3節　　小　　　書舌

　　　第7項　腎粘膜並びに癌組織遊離　　　　　　　　　　1）　胃・十二指腸澱翻・こついて

　　　　　アミノ酸の分醐濃度の醗率　　　　　胃・＋謝・旨腸澱瘍における胃大緻動・瀞脈の血溝遊

　胃体部，幽門部，および癌組織のアミノ酸Pattem　　　離アミノ酸はPro，＋Meth．＋Glu酸，　Ala，，　Ser＋
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こ分闘）X　　　　IX　　　　職　　　　四　　　　V1　　　　V　　　　W　　　　H監　　　　1［　　　　1

Val，，およびPh－ala、一トAsp酸十CyS，な含む分画が　　　後の課題であ著，。

多く，Lys．，およびHis．十Artsr，を命む分闘が少な　　　　　2）　留癌について

い。頁に，愕火網動・静脈面L満1†言遊離アミノ酸の分醐　　　　胃癌における冑ブ〈網鋤・静脈i亀瀬中遊離アミノ酸の

濃度の百分灘を比較す為と，Lys．，　Gly，，　Ser，＋Val，，　　分醐濃度O・m　「｛i・十二指｝1騒撒瘍と蘇ぱ同1藻の傾肉を示し

Ph－ala、十Asp酸＋Cys．などを禽む分画は勤脈【rl正満　　　ている。分爾濃度膚分率におレナる鋤・静脈」白L澗の比較

に多く，i物脈1血蒲中にはAla．，　Pro，十Meth．十Glu酸，　　ではAla．，　Pro・十Meth・十Glu酸な禽む分闘では静

Tyr．、およびTry，などな含有する分醐が｛多いことを　　脈の制禽が火きく，Ser．＋VaLおよびPh－ala．十Asp

認めたが，これらの結果よりアミノ酸中前ラ爵は組織中　　　費唆＋Cys．を含む分醐では動脈側の捌禽が大ぎい。

で利用され，後満は組織中の代謝の結果増鍛したこと　　　　以上は悔・十二指腸潰瘍と全く岡じである。ただ，

が推測されるが，どちらが抗澱瘍性に作用するかはに．　　Gly。だけは糊・十二指騰澱瘍とは逆1：静脈嵐潤に多

わかに断定することはでぎない。　　　　　　　　　　　い。

　次に，粘膜中に遊離するアミノ酸は動・静脈皿hと組　　　次に，正常人8例の上腕動脈血滴と正中静脈曲繭遊

織の間に存在し，ここに貯蔵され，しかも，闘断なく　　離アミノ酸分画濃慶衡分率を求めて動静脈な比鞍する

代謝が行われており，直接腎疾患におけるアミノ酸の　　　と，Ala．およびPro・＋Meth、十Glu酸を會む分藤i欧

動態を知るうえに意義が深い。胃および十二拙腸粘膜　　　静脈血溜に多く，Ser，＋Va1．を禽む分画は動脈血蒲に　「

遊離アミノ酸で1：kGlu酸を含む分圃が非常に多く，　　　拶いが，？h－ala・＋A臼P酸十Cys・を含有している分画

っいでAla，，　Ser．＋VaL，およびGly．を含有する分　　は動静脈砥誓等しく，しかも魍。十二指腸澱癌および

画が多い。His十Arg．，　Tyr．，およびTry．を含む分　　　胃癌に比較して食有纈が高い。（図17）

画は少ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胃粘膜並びに癌組織遊離アミノ酸にPro．＋Meth。＋

　更に，粘膜遊離アミノ酸について分爾濃度頁分率を　　Glu酸，　Ala．，　Lys．，およびSer・＋VaLを奮有して

求めて，胃体部，幽門部，および十二搬腸粘膜の3渚　　　いる分画が多い。これは剛鍛癌の場合と類侭uしてい

を比較すれば，LyS．，1｛is，＋Arg・，　Gly・，およびAla，　　る。膠癌冑粘膜も癌組織とi罵様のPattern癒示して　1

を含む分画ば胃体部に比較して幽門部および十二指腸　　　いるが，そのうちGly．のみは癌組織に勢い。

糊莫に次第に増加する傾向があり，Ph－ala．十Asp酸　　　　以上，本饗験のアミノ酸Patt¢rnからの結果では

＋Cys，Tyr・，およびTry・を含む分画は減少する傾　　　鱗i！1膜と癌組織ぽ〃まとんど同じであるけれども，圧確

向がみられる。これは，胃から十二指腸へ至る粘膜の　　　なことは個勘のアミノ酸の定楓を行わないと結論は出

組織学的変化に伴って含有される遊離アミノ酸も濃度　　ないと思われる。

養を有するものと推測される。Gly・，　Ala．，および塩　　　　乗知の搬雑な混合体，例えば螢肉水解物，体液の除

塾性アミノ酸に抗澱捌性があるかどうかについては今　　　輩白液，あるいは組織に関してその物質の火凡その構
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図17　　正常例のk腕動脈及び正中静脈面L満’遊離アミノ酸

　　　　分画濃度の百分率

｛分画）XD【V口V口VlVN田II工

成を迅速に知るにはUbersichtpherogramが最も便　　で，　aンヒドリンによる黒臨度⑯が個々のアミノ酸で

利であるとされている⑥．　　　　　　異硫めにtiber・i・htph，，。9。、mで淡く賊て槻

　しかし，本実験の泳動条件では分離が不充分で2種　　　際の含有漁は多い揚禽もありうる。故に正確には単～

類あるいは3種類のアミノ酸がma　一一の分画のなかに奮　　　のアミノ酸に分離させて定愚することが必要であり，

まれているうえに，同一分闘内のアミノ酸の盤も区々　　　第2部の実験に着乎した。

第　2　部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び正中静脈血満遊離アミノ酸並びに胃・十嵩揚陽粘膿

　　　　　　　　第悼緒雷　　　　と欄雛離・・ノ融鷲し，徽て鋤瀞馳
　胃疾患とアミノ酸との関係を研究するために，既に　　　満GOT，　GPTを測定して胃疾患におけるアミノ酸

第1部で胃大綱瀞脈血溝中遊離アミノ酸並びに習　動態齢給観察した。

粘膜遊離アミノ酸のPatternについて定燈分析した

が，胃鋤・静脈血濟では胃澱癌，胃癌ともに類似の　　　　　　　　　　　第2寧　実験方法

Patternを示しt冑潰瘍の粘膜では体部，幽門部，　　　　　　eg　1節　実験材料

そして十二指腸の粘膜へと次館に移行するPattern　　　昭和38年6月から昭和39年3月窟でに星子外科教蜜

を認めた。他方胃癌組織では胃体部および幽門部粘膜　　　で胃切除を行った患潴より腎潰瘍および胃癌例おのお

ともにほぼ等しいPattemを示していた。しかし　　　の25例を無選択的に選んだ。

Ubersiehtpherograrn　lまアミノ酸の大凡その構成を　　 第1項血　澗
知るには適していても，詳細にはなお不明の点が多い　　　　胃大綱動・静脈」面よ閨切除手術中にそ穿七それ磁接血

ので単一のアミノ酸に鎌して定鑑する必要が生じ　管より細o・cを穿刺採lfi1・L．，また上腕醐磁びに正・ド

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静脈血は早朝窒腹時に採取したのち，第1部と同様に

さて・D・se⑳，　C・・k⑲源田ら＠ヒ繭電圧濾　囎・、。ccをとり，・セ，。が鍛の、。・％V。幅よう

紙．泳鋤灘P・p・・Ch・・m・t。9・aphy甜肌・　に加えて除蛋白遼沈して上灘をとり、璽に灘物を

Atfi・！dら⑳臨雛鰍鋤法のみで繭鮒を　・回・セ・。で滞し，1畷，。遠沈し貸吐謙と

かえて約2唯めアミノ酸を分析している・著奢は，　り，力曜してアセトソを徽せしめたのちx＿・7ルで
Atfield，　Heiltnyer⑳，　Clotten⑦らの方法により，　　　3回除脂質を行い加温乾燥した。

泳動鮒を定め，臨性・酸性，および申性アミノ酸　　第2項需粘膜
に分けて泳動して20種のアミノ酸の分離に成功した。　　　　胃体部と幽門部から約2．0伽の粘膜を採取1細切

そこでこれらの実験方法を用いて胃潰瘍および習癌患　　　してその500㎎を標燈したのち冷却水2ccを加えてホ

者の胃大網動・静脈血清遊離アミノ酸上腕動脈およ　　　モゲナイズして，血溝と岡様に除螢白，除脂質を行っ
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　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル・1．〔lccを加えて溶出し，30分後に光電光度計570mte

　　　　第3狽　十二．8旨腸粘膜　　　　　　　　　　　　　　を」羽いて比色定．量1．／たoPro，はo．2％Cサr）・ン・アセ

　　胃切除時併せ切lliミされる十二指腸，【塾始部の粘膜を川．　　bン溶液を用いて，　zaンヒドリンと同様に操作したの

　い，胃粘膜と同様に処埋した。　　　　　　　　　　　　ち，発色部を切取り細切して濾沈管に入⊇｝1，Pyricline

　　　　第4項癌組織　　　　　　　　　　4・〔〕ccをカ［b＞uて8〔｝°C慣温1・曹にK｝分lll」†k・；き1睾州、1（．、、て30

　　腫瘤を粘膜から，中心t’1・｛1にかけて約2．曙禍採取して　　　分後に42〔珈μにて比色定量した⑳。

　その中から500mgをとり岡粘膜と圃様に処理した。　　　　　　　　第5節　標準頗線

　　　　　第2節実験装置　　　　　　　　　　　　各アミノ酸に対して標胸【II線をf乍製するノ1：めに，次

　　第1部に記載した機械とff／’jじ，隊歯大式水平高電圧　　　の組1粛でアミノ酸標準混合液な1／Fった。即ち，（：）rエ1，，

　濾紙泳動装置を1吏用した。濾紙は東洋濾紙No．51，　　　Lys・，　His．，　Arg．，　Gly．，　Ala．，　Cys．，　Tau．，　Gltz酸，

　11．Ocvt　＜　60crn，陽賑および陰極からそれぞれ4・cniより内　　　ASP酸，　tV－一フ’ミノ酪酸，　Ser，，　VaL，　Leu．，1－・lau、，

　側はrl］3c7層こ3等分したものを用いた。　　　　　　　　　Tllr・，　Pro．，　Meth．，　Glu．，］？h－－ala．，　Tyr．，　Try．の22

　　　　　第3節　泳動操作　　　　　　　　　　　　　　　種の純アミノ酸各100nryを∬三確に1票量し、6N塩酸に

　　　　第1項　資　　料　　　　　　　　　　　　　　　　溶解し，水を加えて1〔）Occ：とし．た。原液から蔭アミノ

　　前記の如く乾燥し．、た資料は｛）．　2ccの純水に溶鰐し，　　　酸．1　o　111Y／d6，20ntl／de，3〔｝my／‘le，4（）mV／‘躍，5（）ntrl／d6，

　その〔、L（11．CCを次の各アミノ酸群4）簸昂：分析に用いた。　　　7（）vv／d6の溶液なつくり前i氾泳動操1／ilおよび蹴堪：法に

　　　　第2項塩基性アミノ酸⑦　　　　　　　　　　より偶・1確曲線をfll製した。

　　緩衝液：Pyridille　9〔｝cc＋氷錯酸ユlk！c＋水900ec，　　　　　　第6節　血滴GOTとGPT働難⑳

　pI・15，6。基線陽極から10crn。電服73，3v／Cm，時間60　　　周大網動・静脈，、、L腕動脈，および1【i矧1静脈の各ilil

　分，温度8｛・18。C⑳にてOrnithine（Om．），　His一　　消のTrallsa111inaseをReitinan＆Franke正の方

　tldine（His），　Lysine（Lys．），　Argjnine（Ar島．）を　　　法により測驚し，た。

　分離した（図ll．8，22）。

　　　　第3項　酸性アミノ酸⑦⑫⑳　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3章　輿験成綾

　　緩衝液：Pyridina　10eC十氷酷酸1．0〔〕ce十水89（〕cc，　　　　　　第1節　胃・十二指腸慶瘍

　PH　3．6。悲線，陽極から27Clllo亀圧100v／Clll，時間　　　　　　第1項　胃大網1動脈並びに静脈血満1贈雛

　180分，温鷹（）～8°CにてGlycine（Gly．），　Alanine　　　　　　　　　アミノ酸（16伽】）

　（Ala．），　Cystine（Cys．），　Taurine（Tau．），　GILt一　　　　動・II浄脈1血1清ともにGlu．，　Glu　l駿，　Ala．，　VaL，

　tamic　acid（Glu酸），およびAspartic　acid（Asp　　　Leu，十1－leu．脚Tyr，，おJlびTry．などが多いが，　と

　酸）の6種類のアミノ酸を分離した（図19，23）。　　　　くに動・静脈1血L濡中遊Ptlltアミノ酸を比較すれば，動脈

　　　　雛4項　rPl！kアミノ酸⑨⑳　　　　　　　　　　　血湾1・｝・1にはOrn，，’Cys．，　Asp酸，　Leu＋1－leu．，お

　　緩衝液：氷酷酸150cc一卜蟻酸5（）ec＋水800ec，　pH　　　よびTry．が多いのに対して，静脈1血L清中にはArg．，

　】．．5。基線，陽極から50η3。電H三66．7v／Cm，時間18〔〕　　Ala・，　Glu酸，　VaL，　Thr・，　Giu・十Glu酸，　Tyr．，

　分。温度0～8°Cにてec－－Aniinobutyric　aci　cl（α一ア　　　およびPro・などが多い。また動脈と静脈1丘L清1．l　lにほ

　ミノ酪酸），Seiine（Ser．），　Valine（Val．），　Leucine　　ぼ等琶あるものはLys・，　His・，　Gly・，　Tau、、α一アミ

　（Leu．）十lso－leucine（工一leu．），　Threonine（Thr、），　　ノ酪酸，　Ser・．およびMeth・である（表2，図26）。

　Proline（Pro．），　Methiohine（Meth．），　Glutami蔦e　　　　　第2項　」二腕動ll［良並びに正中静脈

　（G1u．）十Glutamic　acid（Gltl酸），　Phenylalanine　　　　　　　　　　誼L滴遊i｝斯皇アミノ酸（8例）

’　（Ph－ala，）十Aspartic　acid（Asp酸）十Cystine　　　動。静脈血溝ともにGlu．一トGlu酸，　Ala．，　VaLl

　（Cys．），　Tyrosine（Tyr，），およびTryptophane　　Leu・d－1eu・，　Tyr・1およびTry・などが多い。これ

　（Try．）の11種のアミノ酸を分離した　（図20，21，，　　　は胃における動。静脈1血L清と【司じ傾向を示している。

　24，25）。　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　上腕動脈とi［1i，i二1静脈の」直L清遊離アミノ酸を比較すれ

　　　　　第4節　定量方法　　　　　　　　　　　　　ば，上腕動脈1血L溝中に多いアミノ酸はGlu酸とPro．

　　泳動完了後濾紙を室温で1～2時間柁燥し，0．5％　　　であるのに：対して：IE中静脈［白疇1銅：rに多いアミノ酸は

　ニンヒドリソ・アセトソ溶液を畷霧して窺温にて20分　　　His．，　Gly，，　Ala．，　Tau．，　Ser．，　Val．，　Leu，＋1・・leu．，

　閻乾燥したのち85°Cの恒温室に2｛｝分閻おき発色させ　　　Glu、十Glu酸，およびTry．などであり，動。静脈強

　た。着色部を切取り細切して遠沈管に入れ，メタノー　　　のないアミノ酸はOm．J　Lys．，　Arg．，　Cys．，　Asp酸，
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図18　血清　塩基性アミノ酸　pH　5．4　　　　　　　図20　血清　中性アミノ酸　　pH　1．5

図19　血清酸性アミノ酸　pH　3．6　　　　　　図21　血清Pro工ine　　　pH　1，5



第ユ号（1967）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19－（19）

幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7ern．　一．　　　　　　　　　　　｝　　　一　　尋ッ

α一アミノ酩・酸　　　・　　　　　　　　’

、　　　　　Gly・　　　　M。th．　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
s　　　　　　　　　　　　Ph－ala．　　　　　　　　　一　・‘　・

・…　　　　「　　　　＋A、p酸　．　1｛蓋1・
His・　．　　　　　　理㌦．　　　　　　　　　　　　　十Cys・、，，　’t－一．　　　　　。：　　Ala・

　　　　　　　　　　　t．t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にズ　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　，　　　’

A「g隔一・ 戟A，繭．、　　　…．畿　黙鷺
　　　　　灘　　　Cys・　　　　：・、雛・、、．
　　　　擁1・．触　　　　T「y・w　轍：∴：
　　　　　　肇　・・i　　　　　　　　．一　籍…◎職

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　譲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

書　　　　　　　　　　　　　　1嚢難継　

轟劇Gl・酸　　．・

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Glu．

　　．　幽”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・F　　　　　　　　　　　襟黙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　rmゑ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿譲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　’t／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　綴’

　　　　　　ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奪’　鱗
　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　1．霧
1　　、’9－　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　，棄
　　　　　　げ蓬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

垂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　1・、丁
，l

彗　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　鍵
e　　　　　　　　　　　　　　　げ　　　＿li／tt馬

遡

．　　瀞　　　　　　　　　・　　　織灘

　　　　　　　　　　　　　　　t’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　”　／tt

　　　　　　　’　　1毒。　　　　　　　　　　・・°，　鰺轟
　　　　　　　　　　　　　　　　　：，t゜WWt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　，
　　　　　　　　　　　乳獅馳’織畷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・一一・・　’
　　　　　　　　　　　　rm　　　　kね　　　　　　ツζ凝　 、蟻轟嘉　　　　　　　　．．メ綾　　、・

図22　　胃粘膜　塩基性アミノ酸　pH　5．4　　　　　　図24　胃粘膜　中性アミノ酸　　pH　1．　5

図23　　胃粘膜　酸性アミノ酸　　pH　3．6　　　　　　図25　　胃粘膜　Proline　　　　pH　1．5
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図26 岡 ・十二指腸潰瘍 陶大網動脈：｝5よび静脈工血L清遊肉1壺ア ミノ酸

渤 脈〔：］

静 脈魎

詩釜跨昌葉ll膏轟｛t／≦講1聾ぎ扉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　＋＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

・一アミノ酪酸・Th…Meth・・Ph－－ala・・およびTyr・　は∫lz均18・8K・U．である。剛灘12伽珊畑q瀞脈llaL

などとなる（・N・2，図27）．　．’　　　　清GOTの・幽2．L　5K．　U．で，とも闘三？襯陶・ヨ1。識，

　　　第3項1購GOTおよびGPT　　　　るがiva脈1備の方がやや高　・「エを和．ている。難12例

　胃大網動脈血清GOTを測定したのは12例でその値　　　について留大網動脈1血L溝GPTを渕定すると，そのf直
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胃癌の遊離アミノ酸濃度
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図　27　　　　辟ず　．一ト」：二』旨）j泌潰り鋳　　」二｝1宛鋤ゆ艮オδよひtil三；卜唾髄｝りRJnし善辱遊断庭フ↑　ミ　．ノ酉褒

3．O

2．o

1．o

　　　　　　　鋤脈〔〕
@　　　　　　静脈騰鋼

u

島贈震ぎ註
℃

は平均10，2K．Uであるが，胃大網静脈血満GPT　　　の値は平均17，8K，U．であり，同様7例についての

は12例平均9。2K．U．であり，ともに正常範囲内には　　　正呼1静脈i重t蒲GOTは平均18．3K．U．でともに正常

あるヵ～跨争田艮、血津罫叫コの方力く偲酷し、面直を訂舞しtT（し・る　 （蓑3♪o　　　　　奪竃匠日tノヨv（…埴らるカ9，　静断ミ【血L矛鴇罫勧CT）フゴカ㍉｝γπ野力xOこ　itSS　maをノ鍔

　次に，．．h腕動脈血溝GOTは7例について測定しそ　　　した。
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　上腕鋤脈1自1消GPTは7例について測定したが，平　　　Leu．＋1・・1eu，，　Thr・，およびGlu・＋Glu酸であり・

均10．4K．U．であり，正中静脈Jlll満GPTは7例の　　　更には十二指腸粘ll莫に多いアミノ酸は（1；1y・，　Ala・，

平均値が9．9K．　U．であつて，静脈ltllW．fの力がわずか　　　Cys・，α一アミノ瀦酸，　Ser・，　Mcth・・Ty「・・および

に低値を示していた（衰4）。　　　　　　　　　　　　　Pro．である。　Gly．，　A！a．，　Cys，，　a・・　）’ミノ酪酸，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Meth．，およびPro．などは体部粘膜に最もζ〃欺く．

表3　　　　胃・十二指腸潰瘍　　　　　　　　　　　幽門部，十二譜旨腸粘膜｝こ次第に増加する傾向があゐ

胃大網動脈および静脈面1清Transaminase（KU・）　　　（表2，図28）。

x・．

症例　＼＼

SGOT
動脈　静　脈

1粟　　0　　10，3
2　大　　　Q　　24，〔｝

3　山　　　O　　 J、5．Q

4　小　　　Q　　ユ8．0

5右霞｝　0　21．0
6　　穽訂　　　　（）　　　26，5

7宮ρ　0　16．0
8「ド　（）　27．0

9遠　　Q　20，5
10　霊跡　　 （）　　13．5

11　二二　　〇　　 18，5

12　　ノ」、　　　○　　　ユ5，0

平　　　均

15．0

44．0

16．5
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20。O

　　SGPT　　　　　　　　第2節　胃　　癌
一一1 F…一…．『｝“ニー @　　　　第1項　胃火網動脈並びに11浄脈撫涛舞遊離動脈Fy，脈

30．8

3，0

1，5

1．5

9，0

19，0

4，｛｝

15，0

1、Q，0

18。5

7．0

・5・5 ｢・5
i8．9　121．511・，2

一一一一｝一一一 @　　　　　　　　　つi，ミノ爵愛（12例）

23幽5 @　　　動・瀞脈」血滴ともにGlu，＋Gヨu酸，　Ala，，　VaL，

1：1　…融・，T…，・…，お・びT・ぬ鵬

1．5　　く謂灘肋搬胴様である・そのう鋤脈鰭雛
6，5　　　　多いアミノ酸はOrn・，　His・，　Gly・，　Ala・，　Cys・，　Glu

21，0　　　酸，Ser．，　Meth，，　Glu。十Glu酸，およびPro，激ど

tl・　1　　　であり，静脈［血L澗中に多いものはLys，t　Te’LU，置Ct－・V’

14・5　　ミノ酪酸，Leu，＋エー－leu．，　Tyr．，およびa“ry．など
8・　0 D　であり，動脈並びに糊脈血満中1こ胤ま郷しいものは

］・8・° @A，g．，　A，p酸，　V、1、，およびTh，。などである嬢
7，　0

3．2　2・關・
．．＿一 @　＿＿．．＿＿＿－t－・一…　　　従つて動脈lnL蒲中に脅有されているアミノ酸の数は

9・　2　静脈1欄中よ囲1・常e：　．いことから，これらフ・ミノ酸

　　　　　は癌組織で利用されていることを示し，またTau．お

表4　　　留・十二拙腸潰瘍　　　　　　　　　よびα・一アミノ酪酸など細胞内で生成されるものが静

上脈動脈および正中静脈JfLし清Transazエ1inase（K・u・）　　脈1鱒1馴・1に多く禽まれていること力禍微的である。
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離アミノ酸（9例）

t＿＿一＿一．一．．一．．
@　　　動・静脈1血．満ともにGlu．＋Glu酸，　Ala，，　VaL，

・一一一一・一一一 @　　Cys。，　Asp酸，　a一アミノ酪酸，　Thr，，およびTry，

13・Q　ユ3・O　　L・・．・1－・1－1・u．，Ty・．，およびT・y．などが多い。鋤脈

17・8 @118・O　　　　と静脈血満をi：ヒ較すれば，動脈1瓶満に多いアミノ酸は

9・°17・5　0，。．．Hi、、，．A，g．，　T。。．，　G1。融どであり瀞痴L

5・°：’1・5　清中にはG1弘，　A1、．，　Ser．，　V。1．，　L。。．．エ．1，。，t

20，0　　　　19。5
　　　　　　　　　　Meth．，　Glu．十Glu酸．，　Tyr．，およびPro，などが多
5．0　　　4，5

2。8　2，5　　く・動’静脈血潤中1黛ぼ等しいアミノ酸はLy…
　　　E

平釧17・・118・・「1…！，・，・　な、であ。，鍬図，。、。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G工u酸が動脈血濁中に多いのば闘潰瘍の場禽と岡様

　　　第4項　胃および十二指腸粘膜遊離アミ　　　　　であるが，細胞内で生成され組織中に多く含有されて

　　　　　　ノ酸（胃体部12例，幽門部12例，　　　　　　いるTau．が動脈血湾中に多いことは鷲の動・静脈と

　　　　　　および十二摺腸8例）　　　　　　　　　　は逆の関係にあり興味ある事実である。Glu．　＋　G1u酸

　各粘膜ともにTau・・Glu酸，　Asp酸，　Ala・，　Gly・，　　は静脈血澗中｝こ多くこれまた周の動・静脈血L漕とは迦

Tyr，，　Leu．＋1－leu．，およびTry．などの含官量が多　　　の関係にある。

い。とくにTau．とGlu酸の含有量が著しく多い。　　　　　　第3項　血満GOT並びにGPT

そのうち胃体部粘膜に最も多いアミノ酸はOrn．，　　　腎癌患齎の胃大網動脈血清GOTは10例平均2窃．3

Arg・・およびTry・であり，幽門部粘膜に多いアミノ　　　K・U．であり，腎大網静脈通L溝G　O　Tは10例平均27．6

酸はLys．，　Hi＄，，　Tau．，　Glu酸，　Asp酸，　Va1．，　　　K．　U．でともに疋常範囲にあるが胃償瘍症例に∫ヒ較L，
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ξ鰹㍑｛ぎ鰐肇1湾ヨ塁超1識ll葦8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

mg／dl

1．0

ξ芸釜tt　3遷吾皐璽響慧蕊韮。暑毒£9ゴ響琴讐“診ξ
　　　　　　　　　　　　　　　　　σ《豪　　s＋　　箋聯韓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熔

てやや高く，しかも動脈1血清より静脈血満に多い。ご　　　関係にある（爽6）。

れは胃潰瘍の場合と岡様である。　　　　　　　　　　　　　第4項　胃。十二揃腸粘膜および

　胃大網動脈1症L湾GPTは8例平均2371〈．　U．であ　　　　　　　　　癌組織遊離アミノ酸

り，胃大網静脈血満GPTは8例平均24．2K．U．で，　　　胃体部，幽門部，および十二指腸粘膜と癌組織に含

静脈血清巾に高く，しかも胃潰瘍症例の約2倍の高値　　　まれている遊離アミノ酸の中でTau。，　Glu酸，　Glu．

を示し，動・静脈比較では逆の関係にある（表5）。　　　＋Glu酸，　Asp酸，　Ala，，　Gly、，およびLeu．＋工一

　上腕動脈血清GOTは10例平均24・2K．U．であり，　　leu・などが多い。習および十二指腸粘膜の部位別では

正中静脈血清GOTは10例平均23．7K．U、であって　　　幽門部の含有盤が殻も多い。しかし，癌組織内遊離ア

静脈血潤の方が低い値を示す。これは静脈血清の高い　　　ミノ酸の含有鍛は他の部位に比較してすぺてのアミノ

胃大網動・静脈血清とは逆であり，また匿。十二指腸　　　酸が豊窩である（表2，図31）。

潰瘍症例とも逆の関係にある。

　上腕動脈血溝GPTは10例平均11．9K．U．であり，　　　　　　　　　　第4章　考　　按

正中静脈血潤GPTは10例平均ユ2．3K．U．であつて　　　　ここに，実験方法について考察すると，，血湾あるい

静脈lfElmas中に高く，胃・十二指腸潰瘍の揚合とは逆の　　　は組織の遊離アミノ酸の窟量においてはその除蛋白操
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留癬 上腕動脈および正中静脈1血L蒲遊離ア ミノ酸
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12．5
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動脈［静脈

29．0

5．0

11。0

22．0

7．2

6。5

ユ8、5

3．0

4，7

12．2

31，5

8．5

u．5

20．0

10．0

6，3

6。0

3．0

4．⑪

ユ2．5

263i276［237［242　平　均i24212371119k2，　　　　・　　　　　・　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　曾　　　　．　　　　　．3

作が箆要な因子となる。蓑7に示すごとく⑭⑪アミノ　　たことも影響したものと考えられる。

酸濃度は一楚していない。本爽験ではアセトンで除張　　　　　　鴨・十二指腸濯主瘍にっいて

白を行つたが，他の成績に比較してやや低い値を示　　　　胃・十二指腸澱瘍とアミノ酸の関係は湘療爾露よび

す。とくに，Glu・とLys・が低い。しかし，アセトン　　　胃液については数多くの研突があるが，それら疾患の

あるいはアルコールによる除嶺白は操作が簡栄なため　　　葺皿清と胃粘膜におけるアミノ酸の病態生麗にっいては

に臨床的にアミノ酸の変動をみるには適していると恩　　　二三の実験に搬するのみである。井上②⑳は血L漿およ

われる・この実験で胃火網動瀞脈煎繭中アミノ醗農　びlll腋のアミノ郵騰を測定L正・常よりやや多いが

度が低いのは手術中輸液が行わ才Zているとぎに採甑し　　大差ないことを観察し，伊藤③は留潰瘍患蕎の1鰭紳
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図31 胃癌 胃十二指腸粘膜並びに胃癌組織遊離ア ミノ酸
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の遊離アミノ酸は正常」血1滴中のそれらに比較してtAR　tt1　　酸で代謝過程に生ずるものが多いことを示している。

されるアミノ酸の種類および鰍が増加していると述べ　　　動脈111購中に多く禽まれ，静脈血澗中には少ないアミ

ている。また川隔ら⑭は高圧濾紙電気泳動法を用いて　　　ノ酸は組織に利用されていゼ｝ことが推測される。しか

胃1貴癌の胃粘膜では第IL第W，および第IX分画が多　　　し，これらが必ずしも蔵ちに抗澱瘍性に作用するもの

く，第1および第］［分画の少ないことを述べている。　　　ではないらしい。他方，Gly，，⑭Glu，⑭などは澱

著者も同様の方法を用いて1第1部で述べたごとく，　　　瘍治癒効果が大ぎいとされているが，これらアミノ酸

∬且溝および胃粘膜のアミノ酸のPatternを測窟し，　　　中にをよ静脈1血清中で儂度の高いものもある。細胞内で

Gly・，　Ala・，　Glu酸，およびPh－・ala・十Asp酸十Cys・　　生成され，組織中に多く含まれているTau、とα一ア

を含む分画の含有量の多いことを認めた。更に，第　　　ミノ酪酸が静脈1血繭に多くないことは組織から静脈へ

2部における実験で並1滴および粘膜遊離アミノ酸を　　　移行する機序，例えば，組織の破壌，組織の代謝の旺

単一・一・一のアミノ酸に分離して定蚤した腎・十二指腸潰瘍　　盛なことなどの変化の少ないことを蓑わしているもの

においては胃大綱動・静脈血満遊離アミノ酸の中で　　　と思われる。

Glu十Glu酸，　Ala．，　Va！．，およびLeu．などが多く　　　上腕動脈および正中静脈［血潤遊離アミノ酸濃度では

含まれている。これら成績はStein⑳，　Knauff⑳ら　　動・静脈血滴ともにGlu．＋G工u酸，　Ala．，　VaL，お

の報告している正常静脈血漿中のアミノ酸濃度と同じ　　　よびLeu．などが多い。これは胃の鋤・静脈の場合と

傾向を示している（ue　7）。　ある臓羅に分布している　　　同様である。翼に動・静脈血満と比較すればGlu酸

動・静脈血蒲に含まれているアミノ酸濃度を比較して　　　が動脈血溝に多いが，静脈血滴中に少ないのは特微的

その臓器におけるアミノ酸代謝を知ることは有用な乎　　　である。静脈血湾中に奮有量の多いアミノ酸はHis．，

段とされている⑭。しかし，胃動・静脈血満のアミノ　　Arg．，　Ala．，　Tau．，　Ser．，　Va1．，　Leu．＋1・－1eu．，　Glu，

酸を比較した実験が見当らないのであえてこれらの比　　　＋Glu酸，およびTry・などであり，像とんどすべて

較を試みた。その結果動脈血溝中に含有量の多いアミ　　のアミノ酸は静脈血滴に多いかあるいは動静脈に差が

ノ酸はOrn．，　Cys．，　Asp酸，　Leu．十工r－leu．，および　　　ない。鋤静脈頚巳溜間のアミノ酸濃度の差はアミノ酸が

Try・であり，静脈血滴中に多いアミノ酸はArg．，　　　動脈から静脈へそのま工移行したと仮定すると，その

Ala．，　VaL，　Thr．，　Gエu，＋Glu酸，　Tyr．，および　　　間に水分が吸収されるので静脈中の濃度が上昇するの

Pro・である。そして動・静脈血溝中に含有鐙のほぼ等　　　が当然であり，こtSに示される静脈血溜中のアミノ酸

しいものはLys，，　His、，　Gly．，　Tau．，α一アミノ酪酸，　　濃度が高いことは、その一端を物譜るかも知れない

Ser，，およびMeth・である。必須アミノ酸の多くは，　　が，また組織内で生成されて静脈系に移行したアミノ

動脈血蒲中に多いか，動・静脈血潤中にそれぞれほぼ　　　酸もあり，Glu酸は，筋，皮寓などでその需要の多い

等しく含まれている。静脈血清中｝こ多いアミノ酸は　　 ことをi菱わしている。

Glu，，　Glu醇，　Ala．，およびGly，など非必須アミノ　　　　賢火網動・静脈遊離アミノ酸との差異は臓器のアミ
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ノ酸代謝にそれぞれ特徴あることを示している。　　　　は血湾GOTは急性胃腸炎，十二指腸澱瘍では11Σ常で

　　血清GOTおよびGPT　　　　　　　　　　　　あつたと述べており，中沢⑱も栂’十二掴湯潰蠣で憂1設

　胃大網動。静脈血満GOTはそれぞれ12例平均18．8　　とんど正常値を示すと報告している。他方大鰍⑩は1・l

K・U・，21・5KU・であり，胃大網動。静脈血清GPT　　　・十ご指腸潰瘍患脅のjn1清GOTは正常闘の上1聾賦虹い

はそれぞれ12例平均ユ0，2K・U・，9・2K・U・である。　　　しは正常閾よりや玉高1，・値を示すものが塑いll二述べ’℃

また上腕動脈および正中静脈［血満GOTは7例平均　　いる。また動・静脈1血楠GOTな比鮫すると静脈lnl溝

17．8KU、，18．3K．　U，であり，他方GPTはそれぞ　　中に軽度の上昇を示している。　SfzJl：⑳によれば1鰭督

れ7例平均10．4KU。，9．9K・U．のごとくJflL滴GO　　Transaminaseは組織から少量が流出してきたもの
T，GPTともに正常値を示している。　Chinskyら⑰　　　と考えると都脅がよいとし，　r／’t三常では組織細胞¢）遊遡

表　7　　　　　　　正　常」飢　満遊離　ア　ミ　ノ　酸濃度

Ornithine

Lysine

H量stidine

Arginine

G1ycine

Aianine

Cystine

Taurine

Glutamic　acid

Aspartic　acid
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Threonine

Proline

Meth至o職ine
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　Glutamic　 acid
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IV：血漿5例　除螢白，ビクリン酸Eleutionchromatography（Stein　and　Moore）⑳

V：．血1漿　　　　除蚤白，アセトソ塩酸、Paper　Chromatography（Knauff　u．　Schabert）⑳
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性が礎臓に調鰹れているか・礎の速度で細胞　食物の貯溜とイ騎の重劉螺である榔。こ磯能の

崩壊醜つていて常時，一惣ゆ礁が流耐に囎・れ　鵬は鶴剛　鮒1鮒るア・ノ酸が舳嚥頗お
るか・鶴い醸患嚇ljえ醸死や炎症のよう醐織　」：ぴアミ・酸ブー・・から蝦されることと脳。

崩壊が高まつて多劃：の酵素が血流中に現2っれると考え　　　　従来，留癌その他癌患者の1n工湾アミノ酸撫よ正常人

れば，・備中の酉繍襯｝聯醸・・搬を物諦とし　より撮に無れているといオ。悩が⑳t鰍緻嚇

ていることからみても’　Fli．＋二欄職瘍では郷鋤　 ）Eびに静脈1購遊離フ・ミノ物1にはGl、、・｝・G1。酸，

壊が軽度なことを表わしているものと尚えられる。ltlt　　Ala．，　VaL，　Leu．・t－1－leu．，およびThr．が多く奮ま

清GPTを動。静脈間で比較すると胃および上肢にお　　　れている。この⊇1喫は胃・十二揃腸澱裏駅二1司様の傾向

いてはともに静脈1血澗中に少ないがその原因について　　　を示すものである。しかし胃大網動脈1鼠澗フ・ミノ酸に

は不明である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っいてそれぞれの蹴を胃・十二指腸潰瘍と比較1食討す

　　　胃’＋ゴ旨　脳鋤・お騰1棚遊離　　　るとエ．yS，，　lis，，　Gly．　C，・．，　T、u．，　S。，．　Th，．，

　　　アミノ酸　　　　　　　　P・。．，　・）s　」：びM・th．醐榔多く，A1。，f　GI。酸，

　胃㈱・幽F脇，および＋二撚獺1鮭もに・T…　V・L，L・・＋1－le・．，　Gl・．＋G1、酸，　Ty。，、および

Gl・酸・GI・・一トG1・酸，　A・p酸，　Al・・，　Gly・，およ　T・y．1淵細砂ない。

ぴLeu・＋11eu・などの鮪iuが多く・1睡・「rau・　璽1副勇愛1の駄糊瀞脈」罐｝フ・ミノ勲鰍す
とGI・酸醐しい・A・・p・mら⑨1畑燃・にT・・，　れe：，蝋幅多く伽，才，・ぐ、、る。ミ、鰍Qm．，

Glu・，お」：びAsp酸などが釦11・に鰍れてい㍑　Hi・．，　Gly。　Al・，I　Cy・．，　G1。酸，　S，。．，　M。th．，

とを認めており諒たT・11・蝿・⑳は猫・・繍舳・　Gl・．一・－Glu　tw，およびP，。，で、乾、り瀞1撤榊、。多

TaL’・・G1“酸・A・p酸I　Ss　．1：びA1・・が多いこと灘　いアミ・酸はLy・．，　T・・．，　a一アミ、轍，　L，。．＋1－一

制ている・・E・nm・i・・⑬酪・鷹糊・榊P・tt・rn　l・・，，　T，・，および・・y．媚であり1鱒脈醐4，

があるが・なかでもT・…Gi・酸・およびGly・な　にほ購い・，：を　、つア・ノ鰍A・鑑．、　A・p酸，

ど瀞いとしている・　　　　　　　v・い1・よびTh・，などで踊。1嚇鮮沖に灘、で
撒蘇アミノ撫撒男【」曜麟を蹴蝋をボ・　撒・備㈱少ない・・ノ酸が鵬糊：1阻てそ磁

㈱畷も獅アミ脇象0…A・黛・・駄びT・y・　が多いが、これ擬涙・・ミノ酸が榊聯。蜘て利
であり・幽門t’SIS？：　paいものはLys，H三s，Tau・・Glu　　用されてい屠，こと壷示すもので，特にGlu、＋Glu酸，

酸・As職Val，・　Leu・＋1”－1・…Th・・，およびGlu・　Gly．講よぴAla，に靴い．更㍑オ、ら，・ミノ酸は

＋G1u酸であり…づ鵬ではGly・，　Al…Cy…　tt，1，1・－1一謝、繊鰯で1、瀞脈∫血L糊1に叙融れてい。a）

a”アミノ酉織S・…M・七h・・Ty…組ぴP・e・で　ものであゐ。　R・・…⑰は頗　肋儲で1螺GI噸

ある。また・Gly・・Ala・，　Pro・，　Cys・およびMath　・　　の上昇とGlu．の儀下する頷向を報告しているWhite

など醐q靴幽門部ドトニヨ翻雛移行するに従つて　ら⑬も同様の現馳凝めている．w。ら⑭は鯉テ

増加する傾向があるので・消化性漉瘍発生に対して抵　　　を使用した癌の爽験で遊離アミノ酸濃度の変励は腫瘍

抗性もつアミノ酸であろうかと考えられる。Bocobo　　が小さいときに1踊L漿あるいは組織に現われないが，

⑭らは禰糊の・・ノ囎㈱の羅1な韻がみら　鵬砒勤大ぎくなると齪さ批大緻の遊離。

れるのは，この特殊な組織の活動性と機能の反映であ　　　ミノ酸濃度は血漿と肝組織の中に増加し筋中では減少

ると述べているごとく・胃の各部f立においてアミノ酸　　　した。しかしGlu，　a灘蔓だけは磁漿，肝，および筋

含有鐙の飽があるのは，その部位の組織学的構造とと　　　に常に減少しており，このような蛮動の原悶として

もに特殊な作用を示しているものと考えられる。　　　　　Glu．・倉成が損われていることを推測して（MLitarnine

　　　胃癌について　　　　　　　　　　　　　　　　synthetaseとGiutamyl　transferaseの活性度が

　胃癌患嚢のるい痩は特徴的な臨床像の一一つであ　　　腫蕩を持ったラツテで滅少することを明らかにし，そ

る・鮒⑭によれば癌が小さL・ときは鋤か嚇嚇　峨少を瀬駒大小醐係しないと述べている．敵

螺榊ミ供給されるので靴他の組櫛外糊…の鱗　R・b・・t画よマウxの腹水・柳姓入されたG1。．腿

をわけあつている蒔期であり，癌カミ厭してくれば癌　やかに｝1．鵬細泡によつて代謝さオしること躰した。本

を構成する窒素は宿主体内のプーノしからも動貫され　　　爽験ではGlu，は留・　・・1’二振腸澱煽に比較して胃大網

る・そのため次鋤こ駐の蛋劇代謝は大きく釦こ鰍　 動脈麟野中に少なく潤大鋤嚇漁L溜の鰍でも
が・癌に関しては正の鱗平衡を糸購する・このよう　ll・＋二1旨脚覇とは逆に静患敵捌紗ないことは

にして宿主は悪液質に陥るという。胃は消化器の中で　　　Glu・の舎戒が阻警され，また癌紐識てのi吸ll又も火き

■
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いことを示すものと考えられる。他方，Glu酸は癌患　　　を通つてCysteinから生成されることな観察してい

者に増加するとされている。Ayeエlgar⑭らはGlu．代　　　る。またTat1，は多くの器官のアミノ酸分圃の椴大の

謝の過程を抑制する物質について研究した結果Glu．　　要素であることを示す。心臓では般醐傭を示し，　IF「で

の利用を抑制する物質は存在しないが，Glu酸の利用　　　はTau。の濃度に驚異的変動を示す。そして多くの

を抑制する物質のあることを発見した。本案験では上　　　臓器におけるTau，の大鑑の存在は瓢三の，あゐいほ

肢の動・静脈ではGlu酸は胃・十二指腸澱瘍例に比　　　すべての含硫アミノ酸の活動的代鋤の結果と1、て説

ぺて胃癌例に多いが，胃動脈血清では両者はほぼ等し　　　明され，胃の各部繊および癌組織では股高濃度嶽示し

い。動。静脈血清を比較すればGlu酸は鋤脈より静　　　た。　Tau．は胃の動・静脈中静脈血繭のブゴに勢く禽ま

脈血清で減少している傾向がみられ，胃癌組織その他　　　れ，ことに胃癌例に多い。癌組織における代謝の充

の組織でGlu酸が利用されていることを示している。　　進，あるいは組織の崩壊によるものと患われる。しか

次に，Tau．，α一アミノ酪酸など細胞内に生成され組織　　　し，上肢の動。静脈では逆の関係になつており，」肢

中に多蚤に見出されるアミノ酸は胃大網動脈加澗より　　の各組織でTau．が利用されることをも示している。

も静脈血湾中に多く認められた。胃潰瘍では胃大網動　　　Portman⑭をま低彊白食で飼麿したラツトは醐蛋嵐食

静脈差がほとんどないのに比較して胃癌例ではその差　　　で飼膏したラツトより多くのTau，　S舗な吸収すゐこ

が大きいことほ組織の崩壊が大きいことを示してい　　とを認めており，癌慰蛮のごとく低螢由1血鑓において

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は上肢などでもTau，が吸収利用されていることが推

　胃癌患老の上腕鋤脈および工E中静脈i血清遊離アミノ　　測できる。Bowdenら㊥はPlasm◎cidのVi］謝後のrp

酸の中ではGlu．＋Glu酸，　Ala・，　VaL，　Leu・＋1－leu・，　　ツトの筋に張じた形態学的変化は，　Serum　tra，　ns”－

Tyr．，およびTau．などの含有量が多く，胃・十二指　　aminase　activityとTau．の限中排泄に相1興！々係が

腸潰瘍とほとんど同じ傾向を示しているが，上腕動脈　　　あることを報告しているが，木爽験においても習勤静

，血清アミノ酸について胃癌と胃・十二指腸濃瘍を比較　　　脈と上肢動静脈の血満GOTとTau．の関係は「・糊栄の

すると，Gly．，　Ala・，　Tau・，およびGlu酸は胃癌に　　　増減をしている点ともに組織の傷轡の程度な示すもの

多く，Cys，，　His．，　Val．，　Pro、，　Glu・＋G1u酸，　Tyr、，　　　と思われる。

およびTry．は少ない。同様胃大網動脈血澗遊離アミ　　　　　1琴癌における血満GOTとGPT

ノ酸について胃癌と胃・十二指腸潰揚を比較す2zet必　　　　陽大網動脈並びに静脈1血1漕GOTの10例の平均はそ

ずしも胃癌に過アミノ酸血L疲がみられるとはいいえな　　れそれ26，3K．U．，27．6K，U，でやや静脈1血溝に高

い。胃癌における上腕動脈と正‘中静脈遊離アミノ酸を　　　い結果を得たが，闘潰瘍に比較して軽度ながら高単蹴

」七較すれば動脈甑清中にはOrn・，　His・，　Arg・，　Tau・，　　を示した。冒大網動脈並びに静脈血溝G　P　Tはそれ

およびGlu酸が多く，静脈血溜中にはGly．，　Ala・，　　それ23．7K．　U、，24，2K．　U．であり，胃瀕瘍のIC）．2

Ser・，　Val・，　Leu・十1－　leu・、　Meth・，　Glu・＋Glu酸・　　　K，　U．，9，　2　K．U．に比較してかなり離孫f¢である。

Tyr．，およびPro．などが多く，動。静脈血清ほぼ等　　　上腕動脈および正中静脈「血消GOTは岡様それぞれ

しいアミノ酸はLys・，　Cys・，　Asp酸，　nv一アミノ酪　　　24，2KU．，23．7K，　U．であり動瀞脈藻はほとんどな

酸，Thr・・およびTry・であつた。需では動脈血清中　　　いがわずかに動脈由L溝が高い。　j血L満GPTは上腕動脈

に多く静脈血清中に少ないGlu・＋Glu酸が上肢では　　　で11・9K　U・，正中瀞脈では12．3K，　U．でほとんど変

静脈」血清中に多くなつていることは，上肢ではGlu・　　動が認められなかつた。　Whiteら⑭は撫癌ラツトで

が胃におけるほど直接利用されていないことを示して　　　ASpartic　glutarnic　transaminaseの変化は明白で

いる。また特微的なことは胃では静脈1血清；ドに多か　　　あり，GOT活性の増加は新生物が宿王にょって支持

つたTau・が上肢では動脈i血溝中に多く含まれている　　　されるとき宿主の中にGlu酸の藤生が増強されるこ

ことである。元来Tau．は含硫アミノ酸代謝の最終産　　　とを示し，またAlanine　glutamic　transamninase

物である⑪・Aw・p・・a㊥によねまT…はC・・，，　にみられ鮪意の変化1瀬伽成長か暁じない硫

Cysteinそして間接的にMeth・から盤成され，　Tau・　　を観察している。岡癌におけるTransam1naseは鑑

の醸的嫡物質は2－－Amin。・tl・an・・ulfi・i・acid　’・斡値にありとするも・）が多い。しかし大塚⑲は麟患

であり・2－Aminoethane　sulfinic　acidはDecar一　　港における血清GOTおよびGPTはIE常閾よりかな

boxylationによつてCystein　sulfinic　acidから生　　　り高い値を示すものが多いことを述べているが，本輿

成さ摘と述べている．F・end・⑭らは入‘［・・［ta小板中　験でも醸菅・」、昇していた。二杉・⑳は陶堂鵬御

のTau・はCystein　sulfinic　acidとHypotaurine　　GOT，　G　P　Tともに上昇することを認め、肝転静の
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診断に必要であると強調しているが，この意見に賛成　　　潰瘍16例，胃癌9例について胃大網動b櫛脈遊離アミ

するものが多く⑳⑳＠，著者の症例でも肝転移のあつ　　　ノ酸および習体部，幽門部，十二指腸粘膜並びに周癌

たものでは血清GOT，　GPTともに高値を示してい　　組織遊離アミノ酸を高電圧濾紙泳動法により定盤分析

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。

　胃粘膜，十二指腸粘膜，および癌組織ノ）遊離アミノ　　　　（1）　胃・十二指腸濃泓では貿大網動・静脈ともに

酸にはTau．，　Glu酸，　Asp酸，　Ala，　Gly．，および　　　第、1［分画（Pro，，　Meth．，　Glu酸），第IV分圃（Ala，），

Leu・＋1－－1eu・などが多く含まれているoそして癌組　　　第V分画（Ser，，　Val，），および第田分画（Ph－ala．，

織の遊離アミノ酸の含有量は他の部に比較して非常に　　Asp酸，　Cys．）の含俄i：が多い。分醐濃度百分率に

多い。Za加3CIlik⑲らは健康な牟1職の場合に比較して　　　よる動・静脈比較では第1分画（Lys．），策U［分画

悪性腫賜内には遊離アミノ酸が高濃度に存ビiiするとし　　（Gly．），鵜V分画（Ser．，　Val．），および簾顎分画

ている。奥野⑳は胃脚鯛辺組織と1蹄搬織のアミノ　　（Ph－ala，，　Asp酸，　Cys．）は動脈1蝋lll｛ηこ多く，第W

窒素を定鏡して胃癌組織に多い成績牝得ている。更に　　　分画（Ala，），第W分醐（Pro．，　Meth．，　Glu酸），お

Robertsら⑪鳳煙瘍組奉戯に最も高濃度に見繊され㌶｝ア　　　よび第IX（Tyr．）などは静脈lfiLii「i中に多い。

ミノ酸はTau・，　Gltl酸，　Gly・，およびAla・などで　　　　（2）　腎・十二非1雪｝揚演蕩に痴ける粘｝1艇では節W分画

あるが，α一アミノ酪酸，Ethanol　amine，　Ph－－ala．，　　　（Pro．，　Meth，，　Gkτ酸）が非常に多いことがlll立・ら，

His・，　Lys・，およびMeth・は少なく，Glu．は発見で　　　1糊H分霞lll（1’h－－ala．，　Asp酸，　Cys．）t第IX分測（Tyr．），

訟いことが多いと述ぺている、SI・ithら⑫はT・u．，　嬢X分鰍Try．）は111儲［1に多い。剛郡に比ll匙て

Ethanol　Amine？hosphate，　Gly．，およびGlu酸　　　幽門部，十二指腸粘膜で第1分画（Lys。），錦1【分画

が最も豊窟であり，PrQ．，　Asp酸，　Ser。，　Thr．肱少　　　（His．，　Arsr．），館皿分画（Gユy．），および策W分爾

なく，Aia，は変動があることを紀述している。腫瘍　　　（Ala．）が次第に多くなる傾向がみられる。これら1よ

組織においてはGlu，の滅少は将徴のあることである　　　粘膜の形態学的変化l　L伴つて生じたアミノwaPattern

が，抵抗性のある宿滋，あるいはレ線照射，化学療法　　　の差異であると考えられる。

を行うとGlu．の濃度が上卦することがみとめられて　　　（3）　響1癌例の1些1大尉嵜動・静脈血溝遊離アミノ酸

いる⑯。更にEmmlich⑬は胃癌患者の胃糊1莫に比較　　　Patternも1号澱瘍のそれと同様のPat’ternがilW．めら

して胃癌組織にはGly　とSer，の増加，　Glu酸の滅　　　れた。冑体1｛ll，幽門音il粘膜，および癌組織のアミノ酸

少，と比較的大量のAla．を誌めている。　Clotten⑦　　　Patternを比li萸すれば癌組織にGlycineを含む分画

は胃癌と鷹腸癌｝こおいてArg．が著明に低下し，　His．　　　が他の粘膜中より多い。

も有意の低値を示すが，その他の脇藩性および中性　　　　　　　　　　　　　第2部

アミノ酸は正常組織に対して不変であると詑載して　　　昭和38年6月から昭和39年3月までに1署切除を行つ

いる。一般に各組織のアミノ酸含有嵐は定性驚量的　　　た患潜の申から得・十二捌陽潰瘍25例，賢癌25例を遡

に特徴あるOrganspektrumを有するが新生物の組　　　び留火綱渤。静脈，上腕動脈，および正ゆ静脈血澗遊

織はその発生組織に関係なく多くの点で遊離アミノ　　離アミノ酸僕度を定量し，血満GOTとGPTを測楚

酸の非常に類似した構成を示すといわれているが，　　　した。また，切除した留粘膜（体部，幽門部），十二

Suberlich⑬は腫揚のアミノ酸構成は正常の腫瘍前　　　指腸粘膜，および癌組織の遊離アミノ酸濃度を定燈し

の組織によく類似しているとのべている。著渚の成績　　　た。

は癌組織のアミノ酸は他の部位の粘膜に比較して非常　　　　　（1）　1駆十二指腸憤瘍について

に濃度が高く，しかも胃大綱・動静脈比較で見たよう　　　（a）　胃大綱動・静脈！血潤遊離アミノ酸ではGiu－一

に動脈血清から多くのアミノ酸を吸収して濃縮したこ　　tamine＋Glutamic　acid，　Alanine，　Valine・Leu一

とを袋わしている。胃癌組織遊離アミノ酸のPattern　　cine＋工soleucine，　Tyrosine，およびTryptophane

からみると，体部汐幽門部のそれと類似しているので　　　などが多い。動。静脈Il皿湾の比較で，動脈1白乳濡に多い

癌組織のアミノ酸構成は正常組織ときわだつて異つて　　　アミノ酸はOrnithine，　Cystine，　Aspartic　acid，

いるとは考えられないo　　　　　　　　　　　　　　　Leucine十lsoleucine，およびTryptQphaneなどで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あり，静脈礁L清に多いアミノ醸はAr帥11エ1e，　Ala一

　　　　　　　　第5章結　語　　　　　nin・，　Gi。七・mic　acid，　Vali。e，　Thre。nine，　Glu…

　　　　　　　　　　第　1　部　　　　　　　　　　　　　　　tamine十Glutan’ilc　acid，　Tyrosine，およびPro・一

　昭和36年10月から昭和37年4月に至ゐ腎・十二：指腸　　　1ineなどである。
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　（b）上腕動脈および正巾静脈血満遊離アミノ酸で　　Tyrosine，およびTryptophaneなどが多く禽京れ

は動・静脈血清ともにGlutamine＋GlutamiG　acid，　　ている。鋤静脈血滴の比較では，動脈1nL満111に働いア

Alanine，　Vaiine，　Leucine十Isoleucine，　Tyrosine，　　　ミノ酸はOrnithine，　Histidine，　Ar躍inin野1，　ti”・au“

およびTryptophaneなどが多く含まれている。鋤・　　rine，およびGlutamic　acidなだであり，静脈1血L溝

静脈の比較で，動脈血清中に多いアミノ酸はGlu一　　中に多いものはGlycine，　Alanine，　Serine，　Valince，

tamic　acidとProlineの2種類だけで他のアミノ酸　　　Leucine－E－lsoleucine、　Methionine、　Glutttmitie＋

は静脈血清中に多いか，あるいは動・静脈ほ黛等し　　Glutamic　acid，’ryrosine，およびPr‘，1iロoなどで

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。Taurineは動脈血溝中に多い。これ甑岡大綱

　（G）血清GOTおよびGPT　　　　　　　　　　　鋤・静脈1血満とは逆の関係にあり1響漁瘍との艦別1；篇使

　胃大網動・静脈1血L清GOTはそれぞれ18，8K・U．，　　用しうると考える。

21、5KU．でともに正常範囲にあるが，静脈血溜に　　　　（c）　面．満GOTとGPT

やや高く，」血1湾GPTはそれぞれ正常範囲にあるが静　　　　胃大網動・静脈血溝GOT腺それぞれ26，3K，U・，

脈血滴でやや低い。上腕動脈と正中静脈血満GOT　　27．6K，U．で罷常範闘内にあるが，岡潰瘍に比較して

はそれぞれ17。8K，U。，18，3K，U，t　GPTはそれそ　　　やや高く，∫白L滴GPTはそれぞれ23。7K．U．，24．2

れ10・4K．U。，9．9　KU・でそれぞれ動静脈々ま茸等し　　K，U．で胃澱瘍症例に比較して約2催高侮な示した。

いo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GOT，　GPTともに静脈通L澗にゃや高いo

　（d）　習および十二指腸粘膜遊離アミノ酸，各部伯1　　　上腕鋤脈と正中静脈甑潤GOTはそれぞれ24，2K，

ともに，Taurine，　Glutarnic　acid，　Aspartlc　acid，　　　U．，23．7K，　U。であり，愕。十二揃腸澱瘍群より高

Alanine，　Glyeine，　Tyrosine，　Leucine＋工so1¢u一　　　く，動静脈差はほとんどないが，やや鋤脈側に襯1個な

Cine，およびTryptophaneなどの含病盤が多いo部　　示した。血溝GPTはそれぞれ11，9K，　U．，12．3K．

位別では幽門部にアミノ酸が豊蜜である。Glycine，　　　U，でV・1・十二指腸澱瘍群よりゃや高い。鋤の静脈薙

Alanine，　Cystine，α一Am瓶obutylic　acid，　Meth一　　はほとんどない。

ionine，およびProlineは胃体部，幽門部，そして　　　　（d）　問・十二指腸粘膜および癌組織遊離アミノ酸

十二指腸に移行すゐにしたがつて増働：する傾向がみら　　　ではTaurine，　Gluta，　rnic　acid，　G正utamine十Glu・一

れた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tamic　acid，　Alanine，　Giycine，およびLeucine小

　　（2）　岡癌について　　　　　　　　　　　　　　　　工soleucineなどが多く禽まれてい706部位別では癌

　（a）　胃大網動。静脈lrttme遊離アミノ酸ではGlu－一　　組織遊離アミノ酸の含有灘は他の部｛凱に比較して建臓

tamine十Glutamic　acid，　A、lanine，　Valine，　Leu一　　した全種類のアミノ酸が豊欝である。

cine・卜lsoleucine，　Threonine，　Tyrosine，および

Tryptophaneなどの含有騒：が多い。動。静脈比較で　　　　　　　　　　第6章　文　　献
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